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「
応
援
す
る
機
運
を
高
め
る
取
組
が
必
要
」

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
岸
田
文

雄
首
相
は
「
成
長
型
の
新
た

な
経
済
ス
テ
ー
ジ
へ
の
移
行

に
向
け
て
、賃
金
や
所
得
の
拡

大
、価
格
転
嫁
対
策
等
、人
手

不
足
へ
の
対
応
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
み
、経

済
の
好
循
環
を
実
現

す
る
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、「
人
口
減

少
や
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
が
進
む
中
、こ

う
し
た
社
会
課
題
の

解
決
を
成
長
に
つ
な

げ
、持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、２
０
３
０

年
代
に
入
る
ま
で
が

少
子
化
傾
向
を
反

転
で
き
る
か
ど
う
か

の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

と
位
置
付
け
、こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
を

抜
本
的
に
強
化
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、

「
社
会
全
体
で
こ
ど

も
や
子
育
て
世
帯
を
応
援
す

令
和
6
年
度
第
1
回
の
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
が
5
月
29
日
、首
相
官
邸
で
開
か
れ
、

坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
）
ら
地
方
六
団
体
の
各
代
表
が
出
席
。「
骨
太
の
方
針
」
の
策
定
等

に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
代
表
と
岸
田
文
雄
首
相
は
じ
め
関
係
閣
僚
が
協
議
し
た
。

る
機
運
を
高
め
る
取
組
も
重

要
で
あ
る
」
と
し
て
、地
方
で

の
連
携
し
た
取
組
に
つ
い
て

協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
、
地
方
六
団
体
を

代
表
し
て
村
井
嘉
浩
全
国
知

事
会
会
長（
宮
城
県
知
事
）が

あ
い
さ
つ
し
、
協
議
に
入
っ

た
。協

議
事
項
は
、「『
骨
太
方

針
』
の
策
定
等
に
つ
い
て
」

で
、
地
方
六
団
体
の
各
代
表

が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
た
。

※
地
方
六
団
体
提
出
資
料
＝

「
骨
太
方
針
」
の
策
定
等

に
つ
い
て 

坊
会
長
は
会
合
で
▽
活
力

あ
る
地
方
議
会
の
創
出
▽
地

方
税
財
政
の
充
実
強
化
▽
防

災
・
減
災
対
策
の
充
実
―
の

3
点
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

活
力
あ
る
地
方
議
会
の
創
出   

若
者
や
女
性
、
会
社
員
な

ど
多
様
な
人
材
が
市
議
会
に

参
画
し
、
活
力
あ
る
地
方
議

会
を
創
出
す
る
た
め
、
議
会

に
対
す
る
住
民
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
主
権
者
教
育
の

一
層
の
推
進
、
労
働
法
制
の

見
直
し
や
厚
生
年
金
へ
の
地

方
議
会
議
員
の
加
入
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
。

地
方
税
財
政
の
充
実
強
化

地
方
創
生
と
デ
ジ
タ
ル
化
、

社
会
保
障
、
防
災
・
減
災
な

ど
の
重
要
課
題
や
人
件
費
の

増
加
、
物
価
高
に
対
応
す
る

た
め
、
地
方
財
政
の
歳
出
の

伸
び
を
十
分
確
保
し
た
上
で
、

地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
総
額
の
着
実
な
増

額
を
図
る
こ
と
。

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

気
候
変
動
の
深
刻
な
影
響
、

大
規
模
地
震
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
中
、頻
発・激
甚
化
す

る
災
害
へ
の
対
策
及
び
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
の
観
点

か
ら
「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
」
の
着
実
な
推
進
、

能
登
半
島
地
震
の
課
題
を
検

証
し
、
地
盤
の
液
状
化
対
策

や
条
件
不
利
地
域
の
ア
ク
セ

ス
向
上
な
ど
防
災
・
減
災
対

策
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

国と地方の協議の場（令和6年度第1回）の会合の様子（出典：首相官邸ホームページより）

協 議 の 場
国と地方の

こ
ど
も
や
子
育
て
世
帯

坊 会長（神戸市）

意
見
交
換
で
坊
会
長
は
、こ

ど
も
未
来
戦
略
の「
加
速
化
プ

ラ
ン
」を
着
実
に
実
現
す
る
た

め
、児
童
手
当
の
拡
充
等
全
国

一
律
で
行
う
施
策
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
つ
い
て
将
来
に
向
け
て

安
定
し
た
財
源
の
確
保
、万
全

の
地
方
財
政
措
置
を
求
め
た
。

ま
た
、
地
方
創
生
の
推
進

及
び
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、

地
方
の
主
体
的
か
つ
継
続
的

な
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
や
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
、
地
方
拠
点
強
化
税

制
な
ど
税
財
政
上
の
支
援
措

置
の
充
実
を
図
り
、
デ
ジ
タ

ル
基
盤
の
整
備
や
専
門
的
な

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確

保
に
つ
い
て
求
め
た
。 

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouginoba/r06/dai1/siryou1.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouginoba/r06/dai1/siryou1.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouginoba/r06/dai1/siryou1.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouginoba/r06/dai1/siryou1.pdf
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坊
会
長
は
、
地
方
自
治
法

改
正
後
の
地
方
議
会
の
取
組

の
紹
介
に
先
立
ち
、
昨
年
の

統
一
地
方
選
に
つ
い
て
触
れ
、

深
刻
化
し
て
い
る
議
員
の
な

り
手
不
足
や
投
票
率
の
低
下

な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

同
統
一
選
で
は
、
立
候
補

者
及
び
当
選
者
に
占
め
る
女

性
の
割
合
が
増
加
し
、
政
治

分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
観
点
か
ら
み

て
明
る
い
兆
候
と

考
え
ら
れ
る
も
の

の
、
投
票
率
は
特

別
区
を
除
い
て
一

般
市
、
政
令
市
と

も
に
低
下
。
無
投

票
当
選
者
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
全

体
的
に
は
依
然
厳

し
い
状
況
が
続
き
、

今
後
、
小
規
模
市

議
会
を
中
心
に
無

投
票
当
選
が
増
え

る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
危
機
感
を
訴
え
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
三
議
長
会
で
は
、
地
域

の
将
来
を
担
う
こ
ど
も
達
に

対
す
る
主
権
者
教
育
の
取
組

が
特
に
重
要
と
の
共
通
認
識

の
下
、
昨
年
8
月
に
主
権
者

教
育
を
国
民
運

動
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
決

定
。
そ
の
上
で
、

今
夏
ま
で
に
議

会
が
行
う
出
前

講
座
や
模
擬
議

会
等
の
先
進
事

例
を
三
議
長
会

共
同
制
作
で
事

例
集
と
し
て
取

り
ま
と
め
、
各

議
会
へ
の
情
報

提
供
に
よ
り
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
今
年
度
中
に
地

方
議
会
と
小
・
中
学
校
、
高

校
、
大
学
が
連
携
し
て
主
権

自
由
民
主
党
は
6
月
5
日
、
総
務
部
会
・
地
方
行
政
調
査
会
・
地
方
議
会
の
課
題
に
関
す

る
Ｐ
Ｔ
合
同
会
議
を
開
催
。
議
会
の
位
置
付
け
や
議
員
の
職
務
を
明
確
化
し
た
地
方
自
治

法
改
正
後
の
地
方
議
会
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
三
議
長
会
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

本
会
の
坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
）
を
は
じ
め
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
の
山
本
徹
会

長（
富
山
県
）、全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
渡
部
孝
樹
会
長（
北
海
道
厚
真
町
）が
出
席
し
た
。

自民党PTで発言する坊 会長（中央）、左は町村議長会の渡
部会長、右は都道府県議長会の山本会長

平成
19年

平成
23年

平成
27年

平成
31年

令和
5年

指定
都市

13人 0人 17人 34人 5人
（1.4％）（0％）（1.7％）（3.4％）（0.5％）

一般市 155人 116人 246人 182人 237人
（1.9％）（1.6％）（3.6％）（2.7％）（3.6％）

特別区 0人 0人 0人 0人 0人
（0％） （0％） （0％） （0％） （0％）

者
教
育
を
行
う
際
に
使
用
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
。

併
せ
て
本
会
の
取
組（
右
掲
）

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

三
議
長
会
会
長
は
、
Ｐ
Ｔ

終
了
後
、
森
山
裕
自
民
党
総

務
会
長
を
、
翌

6
日
に
は
渡
海

紀
三
朗
自
民
党

政
調
会
長
を
訪

ね
、
議
会
の
位

置
付
け
等
を
明

確
化
し
た
地
方

自
治
法
改
正
の

周
知
や
主
権
者

教
育
の
推
進
・

支
援
な
ど
地
方

議
会
の
課
題
に

つ
い
て
要
望
し

た
。

渡海自民党政調会長（中央）に要望する坊会長（左）

森山自民党総務会長（中央）に要望する坊会長（左）

統一地方選挙における無投票当選者数（市区議会議員）

|  主権者教育の推進
三議長会で取りまとめる事例集に先行して、

各市議会が主権者教育を実施する際に活用で
きるように、市議会が取り組む主権者教育の取
組事例を取りまとめて送付した
|  研究フォーラム
令和5年度は「統一地方選挙の検証と地方議

会の課題」、本年は「主権者教育の新たな展開」
を大会テーマに全国の市議会議員がこれら課題
を共有し、その解決に向けた方向性を展望する
|  多様な人材の市議会への参画促進に関する決議
R6.5	 定期総会で決議を採択
▽地方自治法改正の周知と主権者教育の推進	
▽厚生年金制度への地方議会議員の加入実現	
▽政治分野における男女共同参画の推進
が議員のなり手不足の解決において重要な要素
| 議会におけるハラスメント防止研修の実施
R5.11	 ハラスメント防止研修の実施の検討を

各市議会に要請
R6.4	 三議長会共同で議員向けのハラスメント

防止研修動画を作成し、地方議会におけ
るハラスメントの防止に取り組んでいる

〔地方自治法改正後の本会の取組〕〔地方自治法改正後の本会の取組〕
坊 会長坊 会長 発 言 要 旨

•
•
 •

 •
 •

 •
•

地
方
自
治
法
改
正
後
の
地
方
議
会
の
取
組

「
国
民
運
動
と
し
て
主
権
者
教
育
を
」

三
議
長
会 

自 民 党自 民 党
地方議会ＰＴ地方議会ＰＴ
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デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
早
期
整
備

や
専
門
的
な
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
確
保
に
つ
い
て
重
点

的
に
取
り
組
む
こ
と
。

◇
デ
ジ
タ
ル
政
策
の
検
証
と

ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
格
上
げ

ま
ち
づ
く
り
、
産
業
、
交

通
、
医
療・福
祉
、
防
災
な
ど

様
々
な
分
野
で
広
が
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
組

事
例
に
つ
い
て
、
評
価
・
検

証
の
上
で
有
効
な
政
策
は
引

き
続
き
横
展
開
を
図
り
、
全

国
的
に
展
開
す
べ
き
政
策
に

つ
い
て
は
、
担
当
省
庁
と
も

連
携
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
格
上
げ
し
た
制

度
設
計
を
検
討
す
る
こ
と
。

◇
人
口
の
地
方
定
住

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
総
合
戦
略
で
「
地
方
と

東
京
圏
と
の
転
入
・
転
出
に

つ
い
て
２
０
２
７
年
度
に
均

衡
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
打

ち
出
さ
れ
た
一
方
、
東
京
一

極
集
中
を
加
速
さ
せ
か
ね
な

地方創生に関する意見交換会地方創生に関する意見交換会

自見地方創生大臣地方六団体代表

 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介す
る時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。6
月は福島県いわき市議会が取り組む「市民に
身近で・親しみやすい・開かれた議会を目指して

「アロハ議会」を開催」を紹介しています。
本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の

取組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 福島県いわき市

坊
会
長
は
、「
地
方
創
生
及

び
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
の
着
実
な
推
進
」
な
ど

の
３
項
目
に
つ
い
て
意
見
陳

述
し
た
。

◇
地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
の
着
実

な
推
進

地
方
の
主
体
的
か
つ
継
続

的
な
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
」
や
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」、「
地
方
拠

点
強
化
税
制
」
な
ど
税
財
政

上
の
支
援
措
置
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
地
域
間
の
デ
ジ

タ
ル
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

意見陳述する坊会長（神戸市）

地
方
六
団
体
か
ら
の
要
望

陳
述
を
受
け
、
自
見
大
臣
は

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
の

税
制
改
正
に
向
け
て
来
年
度

以
降
も
制
度
を
継
続
し
、「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
」
と
あ
わ
せ
て
地
方

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
方
公
共
団
体
の
意
欲
的
な

取
組
を
後
押
し
で
き
る
よ
う

必
要
な
予
算
の
確
保
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

し
た
。

人
口
の
地
方
定
住
に
つ
い

て
は
、
東
京
一
極
集
中
の
流

れ
に
伴
い
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
い
る
地
域
の
現
状
を

受
け
止
め
、
現
実
を
直
視
す

る
形
で
新
し
い
発
想
を
取
り

入
れ
て
い
く
時
期
に
入
っ
て

い
る
と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
地
方
の
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
と
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
▽
地
方
へ
の
U
タ
ー

ン
費
用
の
助
成
▽
地
方
拠
点

強
化
税
制
の
対
象
施
設
へ
の

子
育
て
施
設
の
追
加
▽
遠
方

い
動
き
が
一
部
に
あ
る
。
目

標
実
現
に
は
更
な
る
大
胆
な

政
策
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

の
具
体
的
な
戦
略
・
戦
術
を

提
示
す
る
こ
と
。

ま
た
、
地
方
議
会
議
員
の

な
り
手
不
足
に
つ
い
て
も
そ

の
要
因
に
地
方
の
人
口
減
少

自見地方創生担当大臣

で
出
産
す
る
妊
婦
へ
の
交
通

費
等
の
支
援
、
効
果
的
な
周

産
期
医
療
体
制
の
確
保
等
▽

買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
―

を
紹
介
し
た
。

東
京
一
極
集
中
に
つ
い
て

は
、
少
子
高
齢
化
と
並
ん
で

我
が
国
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
と
し
、
経
済
界
と
一
緒
に

な
っ
て
政
府
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
と
し

た
。

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
観
点
か
ら
も
東
京
の
一

極
集
中
の
是
正
に
向
け
た
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
。

一極集中是正等求め意見陳述一極集中是正等求め意見陳述

坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
）
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
の
代

表
は
６
月
13
日
、
政
府
の
地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団

体
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席
し
、
自
見
は
な
こ
地
方
創
生

担
当
大
臣
ら
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html


令和 6年 6月 15日号（4）第 2267 号 全 国 市 議 会 旬 報

令
和
6
年
2
月
か
ら
4
月
に
全
国
の
市
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
の

う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に
主
な
内

容
を
紹
介
す
る
。

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

平

和

の

実

現

平

和

の

実

現

（

）

令
和
6
年
2
月
～
4
月

	 件　　名	 意見書	 決議	
〇若者のオーバードーズ（薬物	 59	 ―
　の過剰摂取）防止対策
〇地方創生に貢献するサーキュ	 44	 ―
　ラーエコノミー（循環経済）
　の一層の推進
〇ガザ地区における平和の実現	 10	 24
〇政治資金規制法違反疑惑の解明	 31	 1
　と同法改正を含めた再発防止
〇学校給食費の無償化	 22	 ―
〇厚生年金への地方議会議員の	 22	 ―	
　加入
〇最低賃金の引き上げ	 21	 ―	
〇令和 6年能登半島地震からの	 13	 5	
　復旧・復興
〇被災者生活再建支援制度の拡充	 17	 ―
〇訪問介護報酬引き下げの撤回	 16	 ―	
　【小計】	 255	 30
〇その他	 421	 54	
【総合計】	 674	 84

※「令和 6年能登半島地震からの復旧・復興」「被
災者生活再建支援制度の拡充」のうち複数を求め
る意見書をそれぞれに計上したため、意見書の合
計は小計、総合計の件数と一致しない
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

2 月から 4 月に可決した意見書・決議の状況

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
停
戦

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
が

10
件
、
同
決
議
が
24
件
の
計

34
件
と
な
っ
た
。

意
見
書
及
び
決
議
で
は
、

一
刻
も
早
い
事
態
の
鎮
静
化

と
人
道
状
況
の
改
善
に
よ

り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス

チ
ナ
の
平
和
が
早
期
に
実
現

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い

若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

防

止

対

策

防

止

対

策

若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

（
薬
物
の
過
剰
摂
取
）
防
止

対
策
が
59
件
で
最
多
と
な
っ

た
。意

見
書
で
は
、
市
販
薬
の

乱
用
や
依
存
、
そ
れ
ら
に
よ

る
急
性
中
毒
な
ど
の
健
康
被

害
か
ら
若
者
を
守
る
た
め
、

▽
若
者
へ
の
薬
の
販
売
の

際
、
含
有
成
分
に
応
じ
て
販

売
す
る
量
の
制
限
や
対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
に
よ
る
販

売
の
義
務
付
け
、
副
作
用
の

説
明
や
相
談
窓
口
の
紹
介
等

の
体
制
整
備
▽
乱
用
の
お
そ

れ
が
あ
る
薬
の
的
確
な
指
定
、

本
人
確
認
や
販
売
記
録
を
確

認
す
る
環
境
の
整
備
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
厳
格
化

▽
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
を
孤

独
・
孤
立
の
問
題
と
し
て
位

置
付
け
、
若
者
の
居
場
所
づ

く
り
の
施
策
推
進
―
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進

エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進

地
方
創
生
に
貢
献
す
る

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
循
環
経
済
）
の
一
層
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書
は
44
件
。

意
見
書
で
は
、
地
域
の

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

を
推
進
す
る
こ
と
は
地
方
創

生
の
実
現
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
▽
地
域
経
済

活
性
化
を
図
る
た
め
の
地
方

自
治
体
と
民
間
企
業
の
連
携

に
よ
る
資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
へ
の
支
援
強
化
▽
地

域
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
の

広
域
化
、
廃
棄
物
処
理
施
設

の
集
約
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
の
高
度
化
等
の
推
進
、
脱

炭
素
か
つ
持
続
可
能
な
適
正

処
理
に
資
す
る
資
源
循
環
の

体
制
強
化
に
対
す
る
支
援
の

拡
充
▽
地
域
住
民
・
消
費
者

の
意
識
変
革
や
行
動
変
容
促

進
、
自
治
体
と
民
間
団
体
の

連
携
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
製
品

の
循
環
環
境
の
整
備
へ
の
支

援
―
な
ど
を
要
望
し
て
い

る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

学
校
給
食
費
の
無
償
化

る
。政

治
資
金
規
制
法
違
反
疑

惑
の
解
明
と
同
法
改
正
を
含

め
た
再
発
防
止
を
求
め
る
意

見
書
が
31
件
、
同
決
議
が
１

件
の
合
計
32
件
と
な
っ
た
。

意
見
書
で
は
、
現
職
国
会

議
員
ら
に
よ
る
政
治
資
金
規

正
法
違
反
な
ど
に
つ
い
て
、

不
記
載
行
為
の
全
容
解
明
を

進
め
、企
業・団
体
献
金
の
あ

り
方
、「
政
策
活
動
費
」
の
使

途
公
開
の
明
確
な
義
務
付
け

や
連
座
制
の
導
入
な
ど
、
政

治
資
金
規
制
法
の
抜
本
的
改

正
も
含
め
た
再
発
防
止
の
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

よ
う
強
く
求
め
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
る
意
見
書
は
22
件
。

意
見
書
で
は
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
は
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
大

い
に
有
効
性
を
発
揮
す
る
と

し
、財
源
の
確
保
も
含
め
、国

の
責
任
で
全
自
治
体
が
無
償

化
を
実
施
で
き
る
よ
う
強
く

求
め
て
い
る
。

厚
生
年
金
へ
の

厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員
の
加
入

地
方
議
会
議
員
の
加
入

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
の
加
入
を
求
め
る
意
見

書
は
22
件
。

意
見
書
で
は
、
地
方
議
会

の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

が
重
要
性
を
増
す
中
で
、
地

方
議
会
議
員
の
活
動
範
囲
の

広
が
り
に
よ
っ
て
議
員
の
専

業
化
が
進
む
一
方
、
就
業
者

の
９
割
を
会
社
員
等
の
被
用

者
が
占
め
て
お
り
、
会
社
員

等
か
ら
の
地
方
議
会
議
員
へ

の
転
身
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
強
調
。

地
方
議
会
議
員
が
厚
生
年

金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
会
社
員
等
が
議
員
に

転
身
し
て
も
切
れ
目
な
く
厚

生
年
金
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
家
族
や
老
後
の

心
配
な
く
議
員
に
立
候
補
し
、

議
員
活
動
で
き
る
環
境
が
整

う
と
し
、
国
民
の
幅
広
い
層

か
ら
の
政
治
参
加
や
地
方
議

会
に
お
け
る
多
様
な
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
、
厚
生
年
金

へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加
入

の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
し

て
い
る
。

政
治
資
金
規
正
法

政
治
資
金
規
正
法

疑
惑
解
明
・
再
発
防
止

疑
惑
解
明
・
再
発
防
止



全 国 市 議 会 旬 報 第 2267 号（5）令和 6年 6月 15日号

▼
議
長

▽
南
房
総	
峯　
隆
司（
4・30
）

▽
中
野（
長
野
）　
芦
澤
孝
幸

	
（
5・1
）

▽
愛
西	

近
藤　
武（
5・7
）

▽
神
埼	

野
副
芳
昭（
5・7
）

▽
関	

幅　
永
典（
5・8
）

▽
美
祢	

荒
山
光
広（
5・8
）

▽
大
和	

青
木
正
始（
5・9
）

▽
日
光	

齋
藤
文
明（
5・9
）

▽
富
津	

平
野
英
男（
5・9
）

▽
大
垣	

空　
英
明（
5・9
）

▽
桜
井	

岡
田
光
司（
5・9
）

▽
瀬
戸	

小
澤　
勝（
5・10
）

▽
羽
島	

野
口
佳
宏（
5・10
）

▽
美
濃	

山
口
育
男（
5・10
）

▽
小
野	

髙
坂
純
子（
5・10
）

▽
三
好	

伊
丹
征
治（
5・10
）

▽
出
水	

杉
本
尚
喜（
5・10
）

▽
大
崎	

後
藤
錦
信（
5・13
）

▽
伊
那	

田
畑
正
敏（
5・13
）

▽
豊
川	

柴
田
輝
明（
5・13
）

▽
春
日
井	

加
納　
満（
5・13
）

▽
安
城	

深
津　
修（
5・13
）

▽
江
南	

伊
藤
吉
弘（
5・13
）

▽
北
名
古
屋	

福
岡
康（
5・13
）

▽
鈴
鹿	

池
上
茂
樹（
5・13
）

▽
高
山	

渡
邊
甚
一（
5・13
）

▽
山
県	

吉
田
茂
広（
5・13
）

▽
笠
岡	

大
月
隆
司（
5・13
）

▽
福
山	

今
岡
芳
徳（
5・13
）

▽
土
佐	

糸
矢
幸
吉（
5・13
）

▽
福
井	

池
上
優
徳（
5・14
）

▽
太
田	

高
田　
靖（
5・14
）

▽
碧
南	

石
川
輝
彦（
5・14
）

▽
大
東	

酒
井
一
樹（
5・14
）

▽
門
真	

池
田
治
子（
5・14
）

▽
三
木	

古
田
寛
明（
5・14
）

▽
萩	

平
田
啓
一（
5・14
）

▽
砺
波	

山
田
順
子（
5・15
）

▽
三
島	

堀
江
和
雄（
5・15
）

▽
豊
橋	

伊
藤
篤
哉（
5・15
）

▽
半
田	
渡
邉
昭
司（
5・15
）

▽
豊
田	
羽
根
田
利
明（
5・15
）

▽
常
滑	
加
藤
久
豊（
5・15
）

▽
豊
明	

毛
受
明
宏（
5・15
）

▽
中
津
川	

島
㟢
保
人（
5・15
）

▽
堺	

田
渕
和
夫（
5・15
）

▽
高
槻	

平
田
裕
也（
5・15
）

▽
寝
屋
川	

中
川　
健（
5・15
）

▽
大
阪
狭
山

	

鳥
山　
健（
5・15
）

▽
大
津	

幸
光
正
嗣（
5・15
）

▽
明
石	

辰
巳
浩
司（
5・15
）

▽
大
和
高
田

	

植
田
龍
一（
5・15
）

▽
高
松	

大
見
昌
弘（
5・15
）

▽
善
通
寺	

竹
森
千
津（
5・15
）

▽
新
居
浜	

小
野
辰
夫（
5・15
）

▽
国
東	

元
永
安
行（
5・15
）

▽
大
船
渡	

伊
藤
力
也（
5・16
）

▽
佐
倉	

敷
根
文
裕（
5・16
）

▽
池
田	

荒
木
眞
澄（
5・16
）

▽
守
口	

西
田
久
美（
5・16
）

▽
富
田
林	

村
山
理
恵（
5・16
）

▽
高
石	

寺
島　
誠（
5・16
）

▽
た
つ
の	

角
田　
勝（
5・16
）

▽
府
中（
広
島
）

	

本
谷
宏
行（
5・16
）

▽
宇
城	

豊
田
紀
代
美（
5・16
）

▽
魚
津	

濱
田
泰
友（
5・17
）

▽
高
崎	

後
閑
賢
二（
5・17
）

▽
名
古
屋	

田
中
里
佳（
5・17
）

▽
一
宮	

竹
山　
聡（
5・17
）

▽
尾
張
旭

	

松
原
た
か
し（
5・17
）

▽
日
進	

小
野
田
利
信（
5・17
）

▽
み
よ
し	

藤
川
仁
司（
5・17
）

▽
四
日
市	

石
川
善
己（
5・17
）

▽
熊
野	

濱　
重
明（
5・17
）

▽
岸
和
田	

烏
野
隆
生（
5・17
）

▽
貝
塚	

食
野
雅
由（
5・17
）

▽
枚
方	

丹
生
真
人（
5・17
）

▽
泉
佐
野	

中
藤
大
助（
5・17
）

▽
京
丹
後	

中
野
勝
友（
5・17
）

▽
西
宮	
八
木
米
太
朗（
5・17
）

▽
坂
出	
東
原　
章（
5・17
）

▽
西
予	
井
関
陽
一（
5・17
）

▽
上
越	

渡
邉　
隆（
5・20
）

▽
横
浜	

鈴
木
太
郎（
5・20
）

▽
伊
勢
崎	

宮
田
芳
典（
5・20
）

▽
宇
陀	

多
田
與
四
朗（
5・20
）

▽
行
橋	

井
上
倫
太
郎（
5・20
）

▽
藤
井
寺	

片
山
敬
子（
5・21
）

▽
甲
斐	

秋
山
照
雄（
5・23
）

▽
藤
岡	

野
口　
靖（
5・23
）

▽
浜
松	

鳥
井
德
孝（
5・23
）

▽
岐
阜	

黒
田
育
宏（
5・23
）

▽
豊
中	

今
村　
正（
5・23
）

▽
大
野	

髙
田
育
昌（
5・27
）

▽
大
田（
東
京
）　

	

松
原
秀
典（
5・27
）

▽
豊
島	

芳
賀
竜
朗（
5・27
）

▽
春
日
部　

	

小
久
保
博
史（
5・27
）

▽
墨
田	

佐
藤　
篤（
5・29
）

▽
那
須
烏
山

	

青
木
敏
久（
5・30
）

▽
下
野	

大
島
昌
弘（
5・30
）

▽
大
阪	

竹
下　
隆（
5・30
）

▽
荒
川	

北
城
貞
治（
5・31
）

▽
栃
木	

梅
澤
米
満（
5・31
）

▽
栗
東	

中
野
光
一（
5・31
）

▽
所
沢	

松
本
明
信（
6・3
）

▽
尾
鷲	

南　
靖
久（
6・3
）

▽
吹
田	

泉
井
智
弘（
6・3
）

▽
備
前	

西
上
徳
一（
6・3
）

▽
吉
野
川	

枝
澤
幹
太（
6・3
）

▽
敦
賀	

中
野
史
生（
6・4
）

▽
丸
亀	

福
部
正
人（
6・4
）

▽
足
立	

た
だ
太
郎（
6・5
）

▽
海
南	

宮
本
憲
治（
6・5
）

▼
副
議
長

▽
南
房
総	

鈴
木
克
哉（
4・30
）

▽
中
野（
長
野
）　

	

宇
塚
千
晶（
5・1
）

▽
愛
西	

石
崎
誠
子（
5・7
）

▽
神
埼	
平
山
文
也（
5・7
）

▽
岩
倉	
井
上
真
砂
美（
5・8
）

▽
関	
浅
野
典
之（
5・8
）

▽
美
祢	

村
田
弘
司（
5・8
）

▽
大
和	

町
田
零
二（
5・9
）

▽
日
光	

筒
井　
巌（
5・9
）

▽
富
津	

諸
岡
賛
陛（
5・9
）

▽
大
垣

	

長
谷
川
つ
よ
し（
5・9
）

▽
多
治
見	

城
處
裕
二（
5・9
）

▽
神
戸	

堂
下
豊
史（
5・9
）

▽
桜
井	

工
藤
敏
太
郎（
5・9
）

▽
御
所	

池
田
靖
幸（
5・9
）

▽
浅
口	

藤
井
立
子（
5・9
）

▽
瀬
戸	

西
本　
潤（
5・10
）

▽
羽
島	

原　
一
郎（
5・10
）

▽
美
濃	

須
田
盛
也（
5・10
）

▽
瑞
穂	

森　
清
一（
5・10
）

▽
小
野	

平
田
真
実（
5・10
）

▽
三
好	

中　
耕
司（
5・10
）

▽
杵
築	

真
鍋
公
博（
5・10
）

▽
出
水	

南
鶴
洋
志（
5・10
）

▽
大
崎	

鎌
内
つ
ぎ
子（
5・13
）

▽
伊
那	

二
瓶
裕
史（
5・13
）

▽
豊
川	

神
谷
謙
太
郎（
5・13
）

▽
春
日
井	

伊
藤
杏
奈（
5・13
）

▽
安
城	

白
谷
隆
子（
5・13
）

▽
犬
山	

諏
訪　
毅（
5・13
）

▽
蒲
郡	

鈴
木
将
浩（
5・13
）

▽
北
名
古
屋	

	

上
野
雅
美（
5・13
）

▽
鈴
鹿	

桐
生
常
朗（
5・13
）

▽
高
山	

山
腰
恵
一（
5・13
）

▽
笠
岡	

大
本
邦
光（
5・13
）

▽
福
山	

岡
崎
正
淳（
5・13
）

▽
土
佐	

山
脇
義
英（
5・13
）

▽
日
向	

日
髙
和
広（
5・13
）

▽
串
間	

野
辺
俊
郞（
5・13
）

▽
福
井	

村
田
耕
一（
5・14
）

▽
横
須
賀	

伊
関
功
滋（
5・14
）

▽
太
田	

高
橋
え
み（
5・14
）

▽
碧
南	

小
林
晃
三（
5・14
）

▽
江
南	

片
山
裕
之（
5・14
）

▽
大
東	

木
田
伸
幸（
5・14
）
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後
藤
太
平（
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）

▽
三
木	
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也（
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）
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田
洋
一（
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）

▽
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斉
藤
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治（
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）

▽
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児
島
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徳（
5・14
）

▽
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崎
清
孝（
5・15
）

▽
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瀬	
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間
功
治（
5・15
）

▽
久
喜	

成
田
ル
ミ
子（
5・15
）

▽
三
島	

土
屋
利
絵（
5・15
）

▽
袋
井	

村
井
勝
彦（
5・15
）

▽
豊
橋	

近
藤
修
司（
5・15
）

▽
半
田	

鈴
木
幸
彦（
5・15
）

▽
豊
田	

窪
谷
文
克（
5・15
）

▽
常
滑	

伊
藤
史
郎（
5・15
）

▽
豊
明	

清
水
義
昭（
5・15
）

▽
中
津
川	

長
谷
川
透（
5・15
）

▽
堺	

札
場
泰
司（
5・15
）

▽
高
槻	

三
井
泰
之（
5・15
）

▽
寝
屋
川	

髙
見
雄
介（
5・15
）

▽
大
阪
狭
山

	

久
山
佳
世
子（
5・15
）

▽
大
津	

寺
田
英
幸（
5・15
）

▽
明
石	

寺
井
吉
広（
5・15
）

▽
大
和
高
田

	

向
川
征
秀（
5・15
）

▽
美
馬	

立
道
美
孝（
5・15
）

▽
高
松	

坂
下
且
人（
5・15
）

▽
善
通
寺	

長
崎
彰
夫（
5・15
）

▽
新
居
浜	

伊
藤
嘉
秀（
5・15
）

▽
国
東	

萱
島
祥
彦（
5・15
）

議
会
人
事
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大
船
渡	

今
野
善
信（
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）

▽
佐
倉	

密
本
成
章（
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）

▽
池
田	
坂
上
昭
栄（
5・16
）

▽
守
口	
水
原
慶
明（
5・16
）

▽
富
田
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西
川　
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5・16
）

▽
高
石	

吉
田
佳
代
子（
5・16
）

▽
府
中（
広
島
）

	

田
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宇
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）
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﨑
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5・17
）

▽
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保
克
佳（
5・17
）

▽
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鈴
木
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子（
5・17
）

▽
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松
野
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比
呂（
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）

▽
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田
邊
雄
一（
5・17
）

▽
一
宮	

島
津
秀
典（
5・17
）

▽
尾
張
旭	

陣
矢
幸
司（
5・17
）

▽
日
進	

福
安
淳
也（
5・17
）

▽
み
よ
し

	

福
安
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助（
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）

▽
四
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市	

伊
藤
嗣
也（
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）

▽
熊
野	

松
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唯（
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）

▽
岸
和
田	

田
中
市
子（
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）

▽
貝
塚	

川
岸
貞
利（
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）

▽
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方	

田
口
敬
規（
5・17
）

▽
京
丹
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松
本
聖
司（
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）

▽
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川
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史（
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）

▽
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原　
智（
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）

▽
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す
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）
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）
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村
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典（
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）
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岡
豊
和（
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）

▽
西
予	
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正
樹（
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）

▽
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こ
ん
ど
う
彰
治（
5・20
）

▽
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勢
崎	
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藤
智
則（
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）

▽
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田
憲
幸（
5・20
）

▽
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亀
井
雅
之（
5・20
）

▽
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ぬ
き	
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田
雄
平（
5・20
）

▽
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本
葊
美（
5・20
）

▽
藤
井
寺	

松
木
洋
介（
5・21
）

▽
杉
並	

	

お
お
つ
き
城
一（
5・22
）

▽
北	

近
藤
光
則（
5・22
）

▽
高
浜	
今
原
ゆ
か
り（
5・22
）

▽
甲
斐	
小
澤
重
則（
5・23
）

▽
藤
岡	
大
久
保
協
城（
5・23
）

▽
浜
松	
加
茂
俊
武（
5・23
）

▽
岐
阜	

小
堀
将
大（
5・23
）

▽
豊
中	

白
岩
正
三（
5・23
）

▽
大
田（
東
京
）	

	

大
橋
武
司（
5・27
）

▽
豊
島	

ふ
ま
ミ
チ（
5・27
）

▽
春
日
部	

栗
原
信
司（
5・27
）

▽
墨
田	

と
も
宣
子（
5・29
）

▽
那
須
烏
山

	

矢
板
清
枝（
5・30
）

▽
下
野	

貝
木
幸
男（
5・30
）

▽
大
阪	

西　
徳
人（
5・30
）

▽
栃
木	

針
谷
正
夫（
5・31
）

▽
栗
東	

里
内
英
幸（
5・31
）

▽
所
沢	

石
本
亮
三（
6・3
）

▽
沼
津	

片
岡
章
一（
6・3
）

▽
島
田	

横
山
香
理（
6・3
）

▽
尾
鷲	

小
川
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明（
6・3
）

▽
吹
田	

山
根
建
人（
6・3
）

▽
備
前	

山
本　
成（
6・3
）

▽
吉
野
川	

谷
田
憲
二（
6・3
）

巻頭言　地方自治に思う
「災害の時代」における地方の地域
防災を考える
神戸大学名誉教授/石川県防災会議・	
震災対策部会長
	 室 﨑 益 輝

■ 特集
▶ 災害前後の議会・議員と住民との 

かかわり
跡見学園女子大学教授
	 鍵 屋 　 一

▶ 多発・激甚化する災害に対し議会
機能をどう維持するか　

	 福島県双葉町議会の取組みを中心に
日本大学法学部教授
		  林 　紀 行

▶ 被災者の人権や尊厳を護るために、
避難所の改善を！
国際医療大学大学院災害医療分野教授
/国際医療福祉大学大学院災害保健医
療研究センター副センター長
	 石 井 美恵子

▶ 災害時に被災住民の声をいかに集
めるか
Gcomホールディングス株式会社 	
地方行政経営研究所
	 財 前 貴 玄

■	現地報告
愛知県田原市／南海トラフ巨大地
震から住民を守るために
愛知県田原市議会議長
	 中 神 靖 典
広島県坂町／豪雨災害の教訓を後
世に伝えるために
広島県坂町議会議長
		  川 本 英 輔

■	現地ルポ
能登半島地震の「事実」を知る
単純化された教訓より、正解が一つではな
い現実を
地方自治ジャーナリスト

葉 上 太 郎

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会
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た
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）
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海
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貴
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間
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黒
哲
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）

▽
南
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笠
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）

▽
千
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田
島
育
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）

▽
太
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長
谷
川
晋
一（
4・1
）

▽
瀬
戸	

白
木
秀
典（
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）

▽
安
城	

長
谷
部
朋
也（
4・1
）

▽
熊
野	

勝
田
悦
生（
4・1
）

▽
三
木	

公
森
伸
明（
4・1
）

▽
宍
粟	

谷
本
健
吾（
4・1
）

▽
さ
ぬ
き	

十
川
昌
浩（
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）

▽
日
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野
別
秀
二（
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）

▽
三
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福
田
正
雄（
6・5
）
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知
ら
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6
月
25
日
付
第

２
２
６
７
号
は
、
7
月

5
日
付
２
１
６
８
・
６

９
号
合
併
号
と
し
て
発

行
し
ま
す
。

•
•
 •

 •
 •

 •
•

6
月
5
日
号
（
２
２
３
０

号
）
で
は
、
5
月
9
日
か
ら

6
月
5
日
ま
で
の
間
に
本
会

に
報
告
が
あ
っ
た
議
長
、
副

議
長
、
事
務
局
長
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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新
庁
舎
落
成

▽
下
田
市
（
静
岡
県
）

〒
４
１
５
―
０
０
１
１

下
田
市
河
内
１
０
１
―
１

電
話
番
号
は
変
更
な
し

FAX
０
５
５
８
―
２
７
―
１
０
０
７

廃
校
と
な
っ
た
中
学
校
の

教
室
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
議
場
内
は
、
有
事
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